
対象地域
【面積】65.12㎢
【人口】 391,160人
【うち65歳以上】 114,087人
【高齢化率】 29.2％

※令和7年8月1日時点

背景・経緯

• 検討開始時期：令和６年5月
• 取組開始時期：令和６年10月
• 十分な資力がないなど、民間事業者による支援が受けられない方に対し、意思決定支援を確保しながら入院・入所時の身元保証を
代替する支援や、死後の事務支援を併せて提供するため、事業を開始。

事業概要、実施スキーム ステークホルダーの役割
【事業概要】
ひらかた縁ディングサポート事業は、身寄りのない高齢者の方が、住み慣れた地域で最期まで安心して生活
ができるよう、見守りや安否確認サービスをはじめ、預託金をお預かりした上で、入退院時の支払い代行やお
亡くなりになった後の葬儀、納骨、家財処分、行政官庁への届け出等を行う事業。終活情報登録サービス、
見守り・安否確認サービス、入退院時等支援サービス、預託金によるサービスをセットで実施している。

【利用者の要件】
以下の全てに該当する枚方市民
市内在住
65歳以上の単身世帯で支援可能な親族
がいない方
契約内容を十分に理解し、利用を希望され
る方
市民税非課税、もしくは税等を引いた月収
額が16万円以下の方
預金の合計額が500万円以下の方
不動産を所有していない方（ただし、現在
居住している自分名義の不動産を除く）
生活保護世帯ではない
4つのサービスをすべて受けることに同意いた
だける方

大阪府枚方市 「ひらかた縁ディングサポート事業」（取組開始：令和６年度～）

身寄りのない人等に対する市町村が関与
した新たな生活支援(金銭管理等)・意思
決定支援に関する取組

[1]法人後見の取組に
民間事業者等の参画を促す
[2]日常生活自立支援事業の取組に
民間事業者等の参画を促す取組

[1]寄付等による多様な主体の参画を
促す取組
[2]支援困難事案に都道府県等が
関与する取組

[1]包括的な相談・調整窓口の整備

[2]総合的な支援パッケージを
提供する取組

1 2 3 新

【夜間・休日等の緊急連絡先およびその対応】
緊急連絡先用の携帯電話を24時間社協職員が持ち回りで携帯している

【管理監督団体】
①枚方市
○枚方市社会福祉協議会に事業委託
〇必要に応じて社協につなぐ
〇利用希望者の審査
〇実施報告の受付
②枚方市社会福祉協議会（委託先）
〇事業の案内、利用希望者の審査、契約の締結
〇事業者への説明会、申込のあった事業者をリストアップし、
利用希望者に紹介

〇契約に基づく定期確認（月１回の電話、半年に1回の訪問）、
死後の葬儀・埋葬等、および遺言作成及び執行サービスの案内
および実施

〇枚方市への実施報告

【民間事業者等】
〇利用者の希望に沿ったサービスの実施
〇社協への実施報告

【利用者（市民）】
〇情報収集、市役所、社協に相談
〇枚方市社会福祉協議会と契約締結

実施
報告

枚方市

枚方市社会福祉協議会

委託

本人

契約

事業者
の紹介、
生前の
サービス支払い

事業者 死後事務の
サービス提供

実施報告

説明会、
リスト化
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【自治体】 枚方市
• 予算：4,404,000円（令和6年度）

6,526,000円（令和7年度）

【相談対応者、身元保証代替・日常生活支援・死後事務支援対応者の体制】
• 常勤：２人（うち一人係長兼務）
• 非常勤：－
• 相談対応者の要件：現在は特になし
• 利用者負担（目安）：入退院時等支援サービス 1回1,000円～
• 入退院時の支払い用預託金 20万円

葬儀、納骨等預託金 30万円
賃貸住宅の家財処分明け渡し等預託金 見積もり額

【事業の実績】（令和7年7月31日現在）
• 相談者延べ件数：137件（令和６年度）、148件（令和7年度）
• 審査通過者：7人
• 契約者数：4人

• 事業の周知については、地域包括支援センターの管理者と医療機関のMSW対
象に説明を行った。また、民生委員に対しても周知チラシを配布し、何かあったと
きに社協に連絡が行くような体制を構築した。利用者には、本事業を登録してい
ることが分かるよう、カードの携帯や自宅での掲示をお願いする見込みだ。また、
本人に許可を取ったうえで地域包括支援センターの職員やケアマネジャー等の福
祉・支援関係者にも情報共有する。

• 意思決定支援としては、申込までに複数回の事業内容説明の機会を提供する
うえ、「利用申込書」への署名をしてもらっている。本人の意思決定能力に疑義が
あると感じたときは、関係者がいれば本人同意の上第三者からの情報を収集した
り、再度面談もしくは審査にて協議をする。資産等が理由で対象外になった場合
は、他制度（任意後見制度や専門職団体が行っている死後事務委任制度
等）に関する情報提供や終活（遺言書作成等）に関する助言等を可能な範
囲で実施（常勤で行政書士を配置）。サービス提供に係る理解が難しいと判
断した場合は、日常生活自立支援事業や成年後見制度を紹介している。

工夫・配慮等

基本指標（R7.７時点）

現状の課題、今後の展開
• 死後事務支援に関するトラブル（法的問題や実施後に相続人が表れた場合の対応。
なお、社協が顧問契約している弁護士に依頼し、必要に応じて助言をもらっている）

• 夜間休日でも対応できるような体制づくり（個人情報の取扱、担当職員の負担、人員）

大阪府枚方市 「ひらかた縁ディングサポート事業」（取組開始：令和６年度～）
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ひらかた縁ディングサポート事業とは

ひらかた縁ディングサポート事業は、身寄りのない高齢者の

方が、住み慣れた地域で最期まで安心して生活ができるよう、

見守りや安否確認サービスをはじめ、預託金をお預かりした

上で、入退院時の支払い代行やお亡くなりになった後の葬儀、

納骨、家財処分、行政官庁への届け出等を行う事業です。
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４つのサービスでサポートします！

Service

01
Service

02

Service

03
Service

04

「もしも」に備え、情報を登録！

終活情報登録

サービス

定期的にご連絡し、見守りをします！

見守り・安否確認

サービス

入院時や退院時もお手伝い！

入退院時等支援

サービス

死後事務等にも対応します！

預託金による

サービス

でサポートします！

この事業を利用できる方

下記の条件をすべて満たす方が本事業の対象となります。

２２
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□枚方市内に居住している６５歳以上の単身世帯で、支援可能な親族がいない方
（同居人や子・孫等に認知症や障害などの事情がある場合は要相談）
□契約内容を十分に理解し、利用を希望される方
□市民税非課税世帯若しくは税等を引いた月収額が 万円以下の方
□預貯金の合計額が５００万円以下の方
□不動産を所有していない方（ただし、現在居住している自分名義の不動産は除く）
□生活保護を受給していない方
□４つのサービスをすべて受けることに同意いただける方
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「もしも」に備え、情報を登録！Service

01
「もしもの時」に、必要な情報を必要な人に伝えられるよう社会福祉協議会が情報を登録し、いざ
という時にあなたに代わりお答えするサービスです。登録したい情報は利用者自身で選択すること
が可能です。
また、登録した情報は、カードに記載することで、常時持ち運べるように利用者にお渡しします。

【登録可能項目 】

●本籍・筆頭者 ●緊急連絡先 ●勤務先や支援事業所等 ●通院先、服薬内容、アレルギー等

●リビングウィル（※）の保管場所 ●エンディングノート保管場所 ●臓器提供の意思

●献体登録先 ●遺言書の保管場所 ●死亡届の届出人 ●お墓の所在地 ●その他自由登録

終活情報登録サービス

① 元気な時に終活情報を社協に登録

②登録情報をカードにし、
利用者にお渡しします

③万が一の時、必要に
応じて社協が代わり
に回答します

社 協

警 察

医療機関

消 防
指定者

照 会

回 答

定期的にご連絡し、見守りをします！Service

02 見守り・安否確認サービス

職員が定期的に電話連絡をしたり、

ご自宅に訪問をすることで、見守り

を行うサービスです。

電 話

連 絡

１回毎月

自 宅

訪 問

１回
６ヶ月

毎に
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※リビングウィルとは元気なときに、延命治療や尊厳死に関する生前の意思を文書に書き残しておくことです。
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サービス内容 利用料金 備 考

①入院時の付き添い １回 円 事前予約が必要

②退院時の付き添い １回 円 事前予約が必要

③入院時に本会が緊急連絡先になること １回 円
１回の入院期間中に社協を
緊急連絡先に指定した場合

④医療説明時の同席 １回 円 対応した都度、利用料発生

⑤入退院時の支払い代行 １回 円
対応した都度、利用料発生
入院費等の支払いは利用者の
預託金から行う

⑥急な入院時の対応
２時間未満 円
２時間以上 円

職員の移動に要する時間は
含まれません

入院時や退院時もお手伝い！Service

03
利用者に入退院の手続きが発生した場合の付き添いや医療説明時の同席、入退院時の支払い代行
手続き等を行うサービスです。

入退院時等支援サービス

※１）①～⑤のサービス利用時間は『平日９時～１７時３０分』となります。

※２）⑥のサービスは利用者の状況に合わせ、随時対応します。ただし、緊急搬送時の付き添いは対応できません。

※３）上記サービスの移動手段は利用者で確保してください。またこのサービスは、身元保証人や身元引受人になるものではありません。

死後事務等にも対応します！Service

04 預託金によるサービス

契約時に預託金を預けていただく
ことで、入退院時の支払い代行や
利用者が亡くなったときの葬儀、
納骨、行政への手続き、家財処分
等を行うサービスです。

入退院時の支払い用
預託金

葬儀、納骨等預託金

賃貸住宅の家財処分
明け渡し等預託金

万万円円

万万円円

業者の見積額

※預託金は契約時に原則、一括で納入

いただきます。
４４
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家財処分業者と職員が自宅へ訪問。家財処分を
する場合の見積をします。
（不動産を所有している場合は不要）

相談者と社会福祉協議会が本事業の契約を結ぶに
あたり、申込み内容の審査をします。

（審査が通った場合）

相談者と各種サービスに関する支援計画を検討
します。

※１）遺言執行者とは遺言の内容を実行する人です。遺言執行者に特別な資格などは必要ないので、原則、誰でもなる
ことはできますが、未成年者及び破産者は遺言執行者にはなれません。

※２）自筆証書遺言書保管制度とは、自筆の遺言書を法務局（遺言書保管所）に預ける制度です。
※３）公正証書遺言とは、遺言者が公証人の面前で遺言内容を口伝え、それに基づいて公証人が遺言者の真意を正確に

文章にまとめ作成するものです。

相談・面談01 まずはご相談ください。担当職員がお話しを伺います。
面談は、数回行う場合があります。

家財処分

見積
02

申込み03 必要書類（申込書、戸籍謄本、通帳コピー他）を
提出いただきます。

審 査04

支援計画

作成
05

遺言書

作成 ※06

07

利用までの

流れ

相談者と契約を結びます。契約後、預託金を
お預かりします。

契 約

預託金預かり
５５
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か ざい しょ ぶん

みつもり

もうしこ

しん さ

し えん けい かく

さくせい

ゆいごんしょ

さくせい

けい やく

よ たく きん あず

そうだん たんとうしょくいん はな うかが

めんだん すうかいおこな ば あい

かざいしょぶんぎょうしゃ しょくいん じたく ほうもん かざいしょぶん

ば あい みつもり

ひつようしょるい もうしこみしょ こ せきとうほん つうちょう ほか

そうだんしゃ しゃかいふくし きょうぎ かい ほんじぎょう けいやく むす

もうしこ ないよう しん さ

しん さ とお ば あい

そうだんしゃ かくしゅ かん し えん けい かく けんとう

そうだんしゃ けいやく むす けいやく ご よ たくきん

あず

ゆいごんしっこう しゃ ゆいごん ないよう じっこう ひと ゆいごんしっこうしゃ とくべつ しかく ひつよう げんそく だれ

じひつしょうしょいごんしょほかんせいど じ ひつ ゆいごんしょ ほうむきょく ゆいごんしょほかんしょ あず せいど

ていしゅつ

みせいねんしゃおよ はさんしゃ ゆいごんしっこうしゃ

自筆で遺言書を作成し、遺言の中で遺言執行者（※※１）を
定めた上で、「自筆証書遺言書保管制度（※※２）」を利用
いただきます。（身分証明書及び申請手数料等が必要）
なお、不動産を所有している場合は公正証書遺言（※※３）
の作成が必要です。（公証役場へ支払う手数料が必要）

じ ひつ ゆいごん しょ さくせい ゆいごん なか ゆいごんしっこう しゃ

さだ うえ じ ひつしょうしょい ごんしょ ほ かんせい ど り よう

ふ どう さん しょゆう ば あい こうせいしょうしょゆいごん

みぶんしょうめいしょおよ しんせい て すうりょうとう ひつよう

さくせい ひつよう こうしょうやくば し はら てすうりょう ひつよう

こうせいしょうしょゆいごん ゆいごんしゃ こうしょうにん めんぜん ゆいごんないよう くちつた もと こうしょうにん ゆいごんしゃ しんい せいかく

ぶんしょ さくせい

ふ どうさん しょゆう ば あい ふ よう



＆

よくある質問

預託金の分割納付は可能ですか？ すでに自筆で遺言書を作成している
場合はどうなりますか？

自筆遺言の中で遺言執行者を定めて

いただいた上で、法務局で保管する

「自筆証書遺言書保管制度」をご利

用いただきます。

すでに公正証書遺言を作成している
場合はどうなりますか？

改めて遺言書を作成していただく必

要はありません。ただし、遺言執行

者を定めていない場合は、公正証書

遺言の中でも定めていただく必要が

あります。

身元保証サービスとは違うのですか？

本事業は利用希望者の身元保証人に

なるわけではありません。なお本会

が緊急連絡先になることは可能です。

自筆証書遺言書保管制度の利用には
費用がかかりますか？

遺言書の保管申請には収入印紙で

円分の手数料がかかります。

その他、住民票（本籍及び筆頭者あ

り）と顔写真付身分証明（マイナン

バー、運転免許証等）も必要です。

「遺言執行者」になってくれる人が
いない場合は？

本会より「専門職団体」を紹介する

ことは可能です。

葬儀の内容を自分で決めることはでき
ますか？

本事業では、原則、直葬（※※）にて対応

したのち、指定の納骨・合祀先に納骨

することになります。

本サービスはヘルパーの派遣ではな

いため、介助はありません。また、

本会が車で送迎するものではありま

せん。

６６

しつ もん

よ たく きん ぶんかつのう ふ か のう
じ ひつ ゆいごん しょ さくせい

ば あい

じ ひつゆいごん なか ゆいごんしっこうしゃ さだ

うえ ほう む きょく ほ かん

じ ひつしょうしょいごんしょ ほ かんせい ど り

み もと ほ しょう ちが
じ ひつしょうしょいごんしょ ほ かんせい ど り よう

ひ よう

ほんじ ぎょう り よう き ぼうしゃ み もと ほしょうにん ゆいごんしょ ほ かんしん せい しゅうにゅういんし

えんぶん てすうりょう

た じゅうみんひょう ほんせきおよ ひっとうしゃ

かおしゃしんつき み ぶんしょうめい

うんてんめんきょしょうとう ひつよう

ほん は けん

かいじょ

ほんかい くるま そうげい

こうせいしょうしょゆいごん さくせい

ば あい

あらた ゆいごんしょ さくせい ひつ

よう ゆいごん しっこう

しゃ さだ ば あい こうせいしょうしょ

ゆいごん なか さだ ひつよう

ゆいごんしっこうしゃ ひと

ば あい

ほんかい せんもんしょくだんたい しょうかい

か のう

そうぎ ないよう じ ぶん き

ほんじぎょう げんそく ちょくそう たいおう

し てい のうこつ ごう し さき のうこつ

ほんかい

きんきゅうれんらくさき か のう

よう

※直葬とは「お通夜」「告別式」は行わずに、
火葬を行う最もシンプルな葬儀のこと。

ちょくそう つ や こくべつしき おこな

かそう おこな もっと そう ぎ

入退院時の付き添いは、介助もして
くれますか？

にゅうたいいんじ つ き かいじょ

原則、一括納付でお願いします。

ただし、状況に応じて分割納付も

可能です。

（分割回数は要相談）

げんそく いっ かつのう ふ ねが

か のう

ぶんかつかいすう ようそうだん

じょうきょう おう ぶんかつのう ふ
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